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一般国道１２６号 八木拡幅
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供用区間 整備区間 調査区間

L=6km L=5km L=13km

計画区間

L=16ｋm

銚子市

地域高規格道路 銚子連絡道路

計画路線 約30km

匝瑳市

八木拡幅
L=5.7km

旭市

銚子連絡道路
二期事業区間

横芝光町

山武市

横芝光IC

総合病院国保旭中央病院

１．事業の概要
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起点 ：銚子市三崎町

終点 ：旭市八木

延長 ： Ｌ=5.７㎞

幅員バイパス部： W=10.5m（暫定2車線）

幅員現道拡幅部： W=21.25m（４車線）

道路規格 ： 第３種第２級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ：37億円

ちょうしし みさきちょう

あさひし やぎ

八木拡幅の位置

対 象 範 囲

高 速 道 路

国 道

主 要 地 方 道

凡例〈道路種別〉

事業箇所

松尾横芝IC

計画横断図

◇バイパス部（暫定２車線） ◇現道拡幅部（４車線）

車道 車道 路肩路肩歩道

2500 750 7503250 3250

10500

21250

2500
車道 車道路肩歩道

17503250 3250750

車道 車道

3250 3250 750
路肩 歩道

2500

21250
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２．事業の進捗状況
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Ⓐ

Ⓐ

事業進捗率
35%（事業費ベース）

用地進捗率
70%（面積ベース）
【令和元年度末予定】

平成18年度 事業着手

平成19年度 用地買収着手

平成20年度 工事着手

現 在 用地買収、道路改良工を実施中
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２．事業の進捗状況
○事業期間の延伸

H18 H20 H25 H30 R5 R10 R13

現在の事業期間
H18～R5

令和元年度
事業評価時

事業期間：H18～R13

R5

R13

8年

延伸理由

１工区の用地取得に不測の日数を要した
ため、事業期間を延伸する。

全体 ７０％

１工区（旭市八木～銚子市親田町） ９０％

２工区（銚子市親田町～小浜町） ０％

３工区（銚子市小浜町～三崎町） ２％

＜参考＞用地進捗状況（令和元年度末見込み）

Ｒ元現在

銚
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子
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八
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子
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三
崎
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３．社会経済情勢

（１）渋滞の状況

■国道126号の旅行速度

下
り

上
り

○
平
日

○
休
日

出典：Hondaインターナビ
フローティングカー統計データ
（平成27年４月、平休別）

・ 国道 １ ２ ６号 （ 現道 ） においては 、平日休日を通して 、 ３ 箇所で旅行速度が

２ ０ km / h 以 下 と な っ て い る 。 特 に 、 小 浜 工 業 団 地 入 口 交 差 点 付 近 で は

通勤通学の時間帯を中心に渋滞が発生している。

速度低下箇所
小浜工業団地入口交差点付近

速度低下箇所
三崎町二丁目交差点付近

Ⓐ Ⓑ
Ⓐ Ⓑ

凡例下
り

上
り

三崎町二丁目

小浜工業団地入口

飯岡バイパス東口

お ば ま



（２）交通事故の状況
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３．社会経済情勢

◆事故類型 出典：ITARDAデータ（H25～H29)

出典：ITARDAデータ（H25～H29)

【死傷事故率とは】

・１台の車が一定距離走行する間に

事故に遭う確率を指す。

・死傷事故率（件/億台キロ）
＝年間死傷事故件数／

走行台キロ（走行距離×年間交通量）

追突事故が

約７割
県平均の

約１．４倍

・国道126号（現道）の銚子市親田町や小浜町、三崎町付近において死傷事故率が
100件/億台キロを超えている。（県平均事故死傷率：49 .0件/億台キロ)
・事故類型は追突事故が７割を占めている（県内平均の約1.4倍）
・通学路に指定されている区間においても歩道未整備区間がある。

8.3%
8.3%

66.7%

2.1%
2.1%

8.3%

4.2%

人体車両

正面衝突

追突

出会い頭

右左折

その他

車両単独

車
両
相
互

飯
岡
バ
イ
パ
ス
東
口

第
八
中
学
校
前

豊
岡
小
学
校
前

三
崎
町
二
丁
目

銚
子
特
別
支
援
学
校
入
口

八木拡幅（銚子市三崎町～旭市八木）
L=5.7km1工区（バイパス区間）

L=3.0km

＜八木拡幅＞ ＜千葉県内の国道平均＞

小
浜
工
業
団
地
入
口

銚
子
市
三
崎
町
付
近

銚
子
市
小
浜
町
付
近

銚
子
市
親
田
町
付
近

歩道未整備区間

学校指定通学路

歩道未整備区間を通行する小学生

147件/億台km

116件/億台km
死傷事故率

0～100件/億台km

100～200件/億台km

県平均：49.0件/億台km

118件/億台km
銚
子
市
三
崎
町
付
近

3工区（現道拡幅区間）
L=1.7km

2工区（バイパス区間）
L=1.0km

105件/億台km



社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和元年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

４．事業の投資効果
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（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成３０年２月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ



４．事業の投資効果

（２）便益の算定方法
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交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）
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４．事業の投資効果

（３）交通の円滑化・安全性の向上

■国道126号（現道部）の旅行速度

■国道126号（現道部）交通事故の減少（試算結果）

31.5

60

0

25

50

75

整備前 整備後

（km/h）

13.4
9.4

0

5

10

15

整備前 整備後

（件/年）

約3０km/h向上

約３割減

※整備前：国道126号（現道部） H27混雑時平均旅行速度
整備後：八木拡幅 八木拡幅設計速度

※整備前：ITARDAデータ（H25～H29の平均値）
整備後：現況事故件数に推計に基づく事故削減率を乗じて算出

・バイパス区間の整備より、銚子市三崎町から旭市八木区間の旅行速度が
向上
・現道の国道１２６号の交通転換により、交通事故の減少が期待される
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【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

５３億円 ３億円 ２億円 ５８億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１.５
３３億円 ５億円 ３７億円

４．事業の投資効果
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（３）費用便益比

【残事業】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

５３億円 ３億円 ２億円 ５８億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

２.６
１７億円 ５億円 ２２億円

基準年：令和元年度注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



（５） 緊急輸送道路ネットワークの強化（便益の算定に含まれていない効果）
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４．事業の投資効果

・国道１２６号は銚子地域の主要な幹線道路であるが、急カーブや縦断勾配の
厳しい区間があり、緊急輸送道路として脆弱である。
・バイパス整備により、線形不良個所を回避するルートが確保され、緊急輸送
道路ネットワークの強化が図られる。

Ⓑ
R=100m

R=70m

R=70m

R=60m

R=60m
縦断勾配8%

R=75m

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓐ Ⓒ

八木拡幅１工区（バイパス区間）

L=3km

Ⓓ
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（６）農業の支援（便益の算定に含まれていない効果）

４．事業の投資効果

■JAグリーンホーム銚子～大田市場の所要時間

出典：千葉県農林水産業の動向（平成29年）

■都道府県別 農業産出額

ピーク時の出荷状況は、出荷量9千t/1週
間、トラック900台/1週間。
八木拡幅が整備されることで、輸送コース
の選択性の向上や輸送時間の短縮につな
がると考えております。

JAちばみどり （R1.11ヒアリング）

ＪＡグリーンホーム銚子

大田市場
整備前

整備後

34分短縮

キャベツ
千葉県全国第3位

出典：千葉県農林水産業の動向（平成29年）、
JAちばみどりの農産物

銚子市の主要な農産物

スイートコーン
千葉県全国第2位

・千葉県の農業算出額が全国第１位～３位の農産物のうち、銚子が主要産地と
なっているのは、「だいこん」、 「スイートコーン」、 「キャベツ」。
・銚子連絡道路とともに八木拡幅が整備されることにより、輸送時間が短縮し、
より新鮮な農産物の出荷が可能。
・混雑が緩和し、発進・停止回数が減少することで、生鮮食品の荷痛みを回避。

だいこん
千葉県全国第1位



銚子港の主な水産物

金目鯛

マサバ

マイワシ

生マグロ
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（７）水産業の支援（便益の算定に含まれていない効果）

４．事業の投資効果

■築地市場～銚子港の所要時間

築地市場

銚子港

整備前

整備後

34分短縮

現在、銚子港から高速ICまで約1時間かかっており、八木
拡幅が整備されることで輸送時間の短縮が図られます。
また、市場への出荷が1回/日であったところが、2回/日
に出荷できるの可能性もあります。
輸送コストの削減や高鮮度を保持して輸送することが期
待されます。

銚子市水産課 （R1.11ヒアリング）

H27センサス混雑時旅行速度および八木拡幅
設計速度より算出

銚子

焼津

釧路

八戸

境
松浦

石巻枕崎
気仙沼

長崎

その他

出荷量約25万トン（H30）
水揚量銚子漁港は

全国１位

■漁港別水揚量

出典:産地水産物流通統計（ H27,1～H27,12 ）

・銚子港から築地市場まで、国道１２６号を経由すると２時間以上かかる
・銚子連絡道路とともに八木拡幅が整備されことにより、所要時間が約３４分
短縮される
・より鮮度の高い魚が安定的に供給可能となり、水産業の活性化支援が期待さ
れる
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（８）観光業の支援（便益の算定に含まれていない効果）

４．事業の投資効果

H27センサス混雑時旅行速度および銚子連絡道路設計速度より算出

■八木拡幅周辺の観光施設

ウォッセ21

出典：平成29年 千葉県観光入込調査報告書

34分短縮

千葉駅

ウォッセ21

整備前

整備後

現在、銚子市内の幹線道路が狭隘で観光地
へのアクセスが不便といった問題があります。
八木拡幅の整備により、狭隘な道路環境が
改善しアクセス性向上が期待されます。
また、成田空港からのアクセス性も向上し、
市内の観光振興・活性化に寄与すると期待し
ています。

銚子市役所観光商工課
（R1.10ヒアリング）

満願寺

銚子セレクト市場

犬吠埼温泉

銚子市

観光入込客数：13万人

銚子セレクト市場

観光入込客数：63万人

満願寺

旭市

出典）銚子電気鉄道HP

出典）銚子市HP
観光入込客数：43万人

ウォッセ21

出典）ウオッセ21HP

出典）銚子市観光協会HP

観光入込客数：16万人

犬吠埼温泉

・ 千 葉市か ら銚子市方面へのア ク セ ス性は非常に悪 く 、 千葉駅か ら銚子の
主要観光施設である 「ウオッセ２１ 」までの所要時間は１３１分である
・銚子連絡道路とともに八木拡幅が整備されることにより、所要時間が約３４分
短縮され、観光入込客数の増加や周遊観光の促進が期待される

■千葉駅～ウオッセ２１の所要時間

126



（９）地域医療サービスの向上（便益の算定に含まれていない効果）
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４．事業の投資効果

現況

市外の3次医療機関への搬送が迅速になり、

傷病者の利益となります。

カーブが減少し安定走行が期待できるので、

傷病者の負担軽減につながります。

当地域は、ドクターカー運用エリアであり、

要請時、医師との接触までの時間短縮が期待

されます。

整備後

線形不良箇所（現道部）

・急カーブでの横揺れや加減速
・速度低下による所要時間増

・走行安定性向上（患者負担軽減）

銚子市消防本部
（R1.10ヒアリング）

・八木拡幅の整備により、第３次救急指定病院である国保旭中央病院からの
３０分圏域が拡大。銚子市役所から所要時間は8分短縮する。
・走行性が向上し安定搬送が可能となり、傷病者の負担軽減が期待される

バイパス整備（イメージ）

■走行性の向上

■銚子市役所～国保旭中央病院までの所要時間

■八木拡幅道路 未整備時

■八木拡幅道路 整備時
出典：H17道路交通センサス

救急搬送の30分圏域の変化

■第３次救急指定病院から３０分圏域の拡大

八木拡幅（L=5.7km）

銚子市

旭市

126

８分短縮

【参考】カーラーの救命曲線
⇒30分を経過すると死亡率が上昇



６．コスト縮減
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５．コスト縮減策

• 建設発生土の有効活用や、新技術・

新工法の積極的な活用を図り、コスト縮減

に努めながら、引き続き事業を推進してい

く。

• 大規模土工事におけるＩＣＴ土工を活用する

ことにより生産性の向上を図る。

コスト縮減への取り組み



○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１.５』

○整備効果

・ 交通の転換による現道部の交通円滑化

・ 交通混雑緩和による事故の減少

【便益の算定に含まれていない効果】

・ 移動時間の短縮や定時性の確保による産業（農業・漁業・観光業）の活性化

・ 救急医療機関への移動時間短縮・走行性向上による 地域医療サービスの向上

○事業の進捗

供用目標を公表し、着実に事業を推進している

６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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